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において Mest と miR-335 を欠損させた場合、どちらのマウスも DMD モデル
マウスと比べて骨格筋の線維化や石灰化の亢進は認められず、また再生筋繊維
断面積に有意な差は認められなかった。しかしながら DMD モデルマウスと比




を定量した結果、DMD モデルマウスと比較して Mest 欠損 DMD モデルマウス
において H19 と Igf2r の発現変化が認められ、骨格筋再生において Mest がこ
れらの母親由来のアリルから発現するインプリンティング遺伝子を制御するこ














Mest 発現欠損 DMD モデルマウスでは筋損傷と再生に伴う体重減少が認められ
た。これらのことから Mest は骨格筋再生も制御していることがわかった。また、
骨格筋再生過程において、Mest 発現欠損により母親由来のアリルから発現する
インプリンティング遺伝子 H19 と Igf2r の発現変化が認められ、これらの遺伝
子相互作用による筋再生制御が示唆された。 
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